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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】プレーなどの際に、収納しているゴルフボール
が邪魔になりづらいゴルフ用ウェアを提供する。
【解決手段】着用者の下半身に着用されるウェア本体２
と、ウェア本体に設けられ、ゴルフボールを収納可能な
ように上部開口型の袋状に形成されるボールポケット３
と、を備え、ボールポケットは、ボールポケットの内面
を構成する生地が、伸縮性のある生地であり、生地の収
縮力でゴルフボールの外面に密着してゴルフボールを保
持するよう構成される。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　着用者の下半身に着用されるウェア本体と、前記ウェア本体に設けられ、ゴルフボール
を収納可能なように上部開口型の袋状に形成されるボールポケットと、を備え、
　前記ボールポケットは、前記ボールポケットの内面を構成する生地が、ゴルフボールの
外面に密着してゴルフボールを保持するよう構成されるゴルフ用ウェア。
【請求項２】
　前記生地は、伸縮性のある生地であり、該生地の収縮力でゴルフボールを保持するよう
に構成されている請求項１に記載のゴルフ用ウェア。
【請求項３】
　前記生地は、少なくとも横方向に伸縮性のある生地で構成される請求項１又は２に記載
のゴルフ用ウェア。
【請求項４】
　前記ボールポケットは、複数のゴルフボールを上下に一列に並べて収納可能に構成され
る請求項３に記載のゴルフ用ウェア。
【請求項５】
　前記生地は、前記ボールポケットに収納したゴルフボールにおける横方向の直径部分に
対応する部分が、該直径に応じた大きさに収縮し、直径部分よりも上側または下側の部分
に対応する部分が、前記直径よりも小さい大きさに収縮する生地である請求項４に記載の
ゴルフ用ウェア。
【請求項６】
　前記ボールポケットは、上部開口を画定し横方向に伸縮するよう構成された上端縁部と
、前記上端縁部から下側に延設され、横方向に伸縮するように構成された保持本体部と、
を備え、
　前記上端縁部は、前記保持本体部に比べて横方向へ伸縮しにくく構成される請求項１乃
至５のいずれか１項に記載のゴルフ用ウェア。
【請求項７】
　　前記ウェア本体は、裏側に設けられて上部開口が表側に開口した本体ポケットを備え
、
　前記ボールポケットは、前記本体ポケットの上部開口を画定する本体ポケット縁部に取
り付けられる請求項１乃至６のいずれか１項に記載のゴルフ用ウェア。
【請求項８】
　前記ボールポケットの外面を構成する生地が、前記本体ポケット縁部に取り付けられて
いる請求項７に記載のゴルフ用ウェア。
【請求項９】
　前記ボールポケットの上部開口を画定する上端縁部の横方向の長さは、前記本体ポケッ
ト縁部の横方向の長さの半分以下である請求項７又は８に記載のゴルフ用ウェア。
【請求項１０】
　前記上端縁部は、前記本体ポケット縁部における横方向の端部に設けられる請求項９に
記載のゴルフ用ウェア。
【請求項１１】
　前記ボールポケットは、前記ウェア本体のうち、着用者の下半身の背中側を覆う背面部
の横方向の端部に設けられる請求項１乃至１０のいずれか１項に記載のゴルフ用ウェア。
【請求項１２】
　前記ウェア本体は、上端部に、使用者の腰回りを周回する腰周囲部を備え、
　前記ボールポケットは、前記腰周囲部の外面に取り付けられるように構成される請求項
１乃至６のいずれか１項又は請求項１１に記載のゴルフ用ウェア。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本考案は、ゴルフのプレー時などに着用されるゴルフ用ウェアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ゴルフ用ウェアとして、特許文献１に記載の後ポケット構造を有するゴルフ用ズ
ボンが知られている。この後ポケット構造は、ズボン本体の後側を構成する後表布と、袋
状の後ポケット本体と、後ポケット本体よりも小型で、後ポケット本体に出し入れ自在な
袋状の中ポケット本体と、を備える。具体的に、後表布には、ポケット切り口が形成され
、後ポケット本体及び中ポケット本体は、ポケット切り口の上縁部分に縫合される。
【０００３】
　上記のような後ポケット構造を有するゴルフ用ズボンによれば、中ポケット本体を後ポ
ケット本体から取り出して、中ポケット本体が、後表布の外側に垂れ下がった状態として
、中ポケット本体にゴルフボールを収納することができる。よって、後ポケット本体にゴ
ルフボールを収納する場合に比べて、ゴルフボールが体に当たりづらくなるため、ゴルフ
ボールをゴルフ用ズボンに収納した状態で屈みやすくなるとされている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実開昭５８－１７２４２１号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１に記載のようなゴルフ用ズボンにおいては、収納されたゴル
フボールが中ポケット本体の内部で動くことができる。そのため、ゴルフのプレー中に中
ポケット本体に収納したゴルフボールが動いて邪魔になることがあった。
【０００６】
　そこで、本考案は、プレーなどの際に、収納しているゴルフボールが邪魔になりづらい
ゴルフ用ウェアを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本考案のゴルフ用ウェアは、着用者の下半身に着用されるウェア本体と、前記ウェア本
体に設けられ、ゴルフボールを収納可能なように上部開口型の袋状に形成されるボールポ
ケットと、を備え、前記ボールポケットは、前記ボールポケットの内面を構成する生地が
、ゴルフボールの外面に密着してゴルフボールを保持するよう構成される。
【０００８】
　かかる構成によれば、ボールポケットは、生地がゴルフボールに密着して保持するので
、ボールポケットの内部でのゴルフボールの移動が制限されるため、ゴルフボールが邪魔
になりづらい。
【０００９】
　また、前記生地は、伸縮性のある生地であり、該生地の収縮力でゴルフボールを保持す
るように構成することもできる。
【００１０】
　かかる構成によれば、伸縮性の生地の収縮力でゴルフボールを保持するので、生地によ
ってボールポケット内部でのゴルフボールの移動を制限することができる。
【００１１】
　また、前記生地は、少なくとも横方向に伸縮性のある生地で構成することもできる。
【００１２】
　かかる構成によれば、ボールポケットの内面を構成する生地が横方向に伸縮性があるの
で、ゴルフボールを入れる際に生地が横方向に伸びるため、上部開口が広くなってゴルフ
ボールをボールポケットに入れやすく、ゴルフボールを横方向の収縮力で保持できる。
【００１３】



(4) JP 3229887 U 2020.12.24

10

20

30

40

50

　前記ボールポケットは、複数のゴルフボールを上下に一列に並べて収納可能に構成され
ている。
【００１４】
　かかる構成によれば、上下に一列に並べて横方向の収縮で保持するので、ボールポケッ
ト内部でのゴルフボールの移動を制限することができる。
【００１５】
　前記生地は、前記ボールポケットに収納したゴルフボールにおける横方向の直径部分に
対応する部分が、該直径に応じた大きさに収縮し、直径部分よりも上側または下側の部分
に対応する部分が、前記直径よりも小さい大きさに収縮する生地であるよう構成すること
もできる。
【００１６】
　かかる構成によれば、直径部分に対応する部分では直径に応じた大きさに収縮し、直径
部分の上側または下側の部分に対応する部分では直径よりも小さい大きさに収縮すること
で、上下一列に並んだ複数のゴルフボールの動きを確実に制限することができる。
【００１７】
　また、前記ボールポケットは、上部開口を画定し横方向に伸縮するよう構成された上端
縁部と、前記上端縁部から下側に延設され、横方向に伸縮するように構成された保持本体
部と、を備え、前記上端縁部は、前記保持本体部に比べて横方向へ伸縮しにくく構成する
こともできる。
【００１８】
　かかる構成によれば、上端縁部は、保持本体部に比べて横方向へ伸縮しにくいので、ゴ
ルフボールを保持本体部に収納した状態において、不用意に上部開口が広がるのを抑制す
ることができ、意図せずゴルフボールがボールポケットの外部に押し出されることを抑制
することができる。
【００１９】
　また、前記ウェア本体は、裏側に設けられて上部開口が表側に開口した本体ポケットを
備え、前記ボールポケットは、前記本体ポケットの上部開口を画定する本体ポケット縁部
に取り付けられるように構成することもできる。
【００２０】
　かかる構成によれば、上端縁部が本体ポケット縁部に取り付けられるので、ボールポケ
ットの不使用時には、本体ポケットにボールポケットを入れ、本体ポケットの内部にボー
ルポケットを収納することができる。よって、不使用時にボールポケットが邪魔になりづ
らい。
【００２１】
　また、前記ボールポケットの外面を構成する生地が、前記本体ポケット縁部に取り付け
られているよう構成することもできる。
【００２２】
　かかる構成によれば、本体ポケットの外に出している状態のボールポケットの揺れを抑
制することができる。
【００２３】
　また、前記ボールポケットの上部開口を画定する上端縁部の横方向の長さは、前記本体
ポケット縁部の横方向の長さの半分以下であるよう構成することもできる。
【００２４】
　かかる構成によれば、上端縁部の横方向の長さが本体ポケット縁部の横方向の長さの半
分以下であるので、ボールポケットが本体ポケットに収納されていない状態でも、本体ポ
ケットの上部開口のうち、開放されている領域の横方向の長さを確保できるため、本体ポ
ケットに手指を挿入しやすくなる。
【００２５】
　また、前記上端縁部は、前記本体ポケット縁部における横方向の端部に設けられるよう
構成することもできる。
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【００２６】
　かかる構成によれば、ボールポケットは、本体ポケットの横方向の端部に設けられるの
で、ボールポケットが本体ポケットに収納されていない状態でも、本体ポケットの上部開
口のうち、横方向でボールポケットが設けられる側の端部を除いた部分において、本体ポ
ケット上部開口のうち、開放されている領域の横方向の長さを確保することができる。よ
って、本体ポケットに収納されたものを取り出しやすい。
【００２７】
　また、前記ボールポケットは、前記ウェア本体のうち、着用者の下半身の背中側を覆う
背面部の横方向の端部に設けられるよう構成してもよい。
【００２８】
　かかる構成によれば、ボールポケットは、ウェア本体の背面部の横方向の端部に設けら
れるので、ゴルフ用ウェアを着用した着用者が椅子などに座ったときに、ボールポケット
が体の側方に位置する。よって、ボールポケットにゴルフボールを収納した状態で椅子な
どに座っても、ゴルフボールが下敷きになりにくい。
【００２９】
　さらに、前記ウェア本体は、上端部に、使用者の腰回りを周回する腰周囲部を備え、前
記ボールポケットは、前記腰周囲部の外面に取り付けられるように構成することもできる
。
【００３０】
　かかる構成によれば、ボールポケットは、腰周囲部の外面に取り付けられるので、ゴル
フ用ウェアを着用した着用者が椅子などに座ったときに、ボールポケットが体の腰の高さ
に位置する。よって、ボールポケットにゴルフボールを収納した状態で椅子などに座って
も、ゴルフボールが下敷きになりにくい。
【考案の効果】
【００３１】
　本考案によれば、プレーなどの際に、収納しているゴルフボールが邪魔になりづらいゴ
ルフ用ウェアを提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本考案の一実施形態にかかるゴルフ用ウェアの背面図である。
【図２】図１の部分拡大図である。
【図３】図２に示すＩＩＩ－ＩＩＩ端面図である。
【図４】同ゴルフ用ウェアの本体ポケットにボールポケットが収納された状態を示す図で
ある。
【図５】同ゴルフ用ウェアのボールポケットにゴルフボールが収納された状態を示す図で
ある。
【考案を実施するための形態】
【００３３】
　本考案の一実施形態に係るゴルフ用ウェア１について図１乃至図５を用いて説明する。
説明の便宜上、上下左右の方向は、図１に記載の方向を基準に説明する。本実施形態のゴ
ルフ用ウェア１は、図１に示すようなゴルフ用のズボンである。
【００３４】
　図１に示すように、ゴルフ用ウェア１は、着用者の下半身に着用されるウェア本体２と
、ウェア本体２に設けられるボールポケット３と、を備える。
【００３５】
　ウェア本体２は、着用者の下半身に着用される部位であり、本実施形態では、長ズボン
である。具体的に、ウェア本体２は、着用者の下半身のうち、背中側を覆う背面部２１と
、正面側（背中側とは反対側）を覆う正面部（図示しない）と、を備える。また、ウェア
本体２は、裏側に上部開口型の袋状の本体ポケット４を備え、ウェア本体２には、本体ポ
ケット４の上部開口４ａがウェア本体２の表側に連通するように左右方向に延びる開口２
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ａが形成されている（図３参照）。即ち、ウェア本体２の開口２ａを画定する部位は、本
体ポケット４の上部開口４ａを画定する本体ポケット縁部４１である。本実施形態のウェ
ア本体２は、背面部２１に２つの本体ポケット４を備える。また、ウェア本体２は、伸縮
性のある生地で構成されている。具体的に、ウェア本体２は、少なくとも横方向（左右方
向）に伸縮性のある生地で構成されている。さらに、ウェア本体２は、上端部に腰周囲部
２２を備える。腰周囲部２２は、ウェア本体２の正面部の上端部及び背面部２１の上端部
を含んで一周設けられている。このような腰周囲部２２は、着用時に、使用者の腰回りを
周回する部位である。即ち、腰周囲部２２は、ウェア本体２の履き口を画定する部位であ
る。本実施形態の腰周囲部２２は、使用者の腰回りを締めて、着用時にウェア本体２がず
れ落ちることを抑止する。また、本実施形態の腰周囲部２２は、腰周囲部２２の外面にベ
ルトを巻かれることで、着用者の腰回りを締める。
【００３６】
　図１及び図２に示すように、本体ポケット４は、ウェア本体２の裏側に設けられ、上部
開口４ａが表側に開口した袋状の部位である。また、本体ポケット４は、背面部２１の上
下方向で中央部よりも上側に設けられる。さらに、図３に示すように、本体ポケット４は
、ウェア本体２の裏側に縫い付けられる袋状の部位である。具体的に、本体ポケット４は
、１枚の本体ポケット生地４０を、上下方向の中途部分で折り返して重ね合わせ、重ね合
わせた本体ポケット生地４０の横方向の端部及び折り返し部分を縫い合わせて形成された
上部開口型の袋状の部位である。また、本体ポケット４は、本体ポケット縁部４１の裏側
に縫い付けられている。さらに、本体ポケット４は、ボールポケット３を収納可能な大き
さである。具体的に、本体ポケット４は、横方向の内寸がボールポケット３の横方向の外
寸より大きく、上下方向の内寸がボールポケット３の上下方向の外寸よりも大きい。また
、本体ポケット４は、開口部分に補強用の補強生地４２を備えている。本実施形態で、本
体ポケット４の端部４３は、腰周囲部２２の下端部に縫い付けられている。
【００３７】
　図１及び図２に示すように、ボールポケット３は、ゴルフボールＢを収納可能な、上部
開口型の袋状の部位である（図５参照）。また、ボールポケット３は、内面を構成する生
地（ボールポケット生地３０）がゴルフボールＢの外面に密着してゴルフボールＢを保持
するように構成される。さらに、ボールポケット３は、ゴルフボールＢを上下に一列に並
べて収納可能なように構成される。本実施形態のボールポケット３は、２球のゴルフボー
ルＢを上下に並べて収納できるように構成されている。具体的に、ボールポケット３は、
少なくとも横方向に伸縮性のある生地で構成されたポケットであり、自然状態（生地を横
方向に伸ばさない状態）のボールポケット３を円筒状に変形させた際の内径が、保持する
ゴルフボールＢの直径（例えば４２．６７ｍｍ程度）よりも小さい。また、ボールポケッ
ト３は、円筒状に変形させた際の内径がゴルフボールＢの直径以上になるよう伸ばすこと
ができる生地で構成されている。さらに、図３に示すように、ボールポケット３は、表側
を構成するボールポケット生地３０と裏側を構成するボールポケット生地３０と縫い合わ
せて袋状に形成されている。具体的に、ボールポケット３は、表側を構成するボールポケ
ット生地３０と裏側を構成するボールポケット生地３０とを重ね合わせて、横方向の端部
及び下端部を縫い合わせることで、上部開口型の袋状に形成されている。本実施形態のボ
ールポケット３は、表側を構成するボールポケット生地３０の上端部が内側に折り返され
て、上端部のボールポケット生地３０が二重になるように形成されている。また、本実施
形態のボールポケット３は、ウェア本体２の背面部２１を構成する生地と同じ材質で構成
されている。また、本実施形態のボールポケット３の、内面を構成する生地と外面を構成
する生地とは同じ生地である。即ち、ボールポケット生地３０の一方の面がボールポケッ
ト３の内面であり、他方の面がボールポケット３の外面である。
【００３８】
　図２及び図３に示すように、ボールポケット３は、上部開口を画定し、横方向に伸縮す
るよう構成された上端縁部３１と、上端縁部３１から下側に延設され、横方向に伸縮する
よう構成された保持本体部３２と、を備える。上端縁部３１は、保持本体部３２に比べて
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、横方向に伸縮しにくく構成されている。図３に示すように、本実施形態の上端縁部３１
は、表側のボールポケット生地３０が二重に構成され、保持本体部３２は、表側及び裏側
のボールポケット生地３０が一重であるので、上端縁部３１は、保持本体部３２に比べて
横方向に伸縮しづらい。
【００３９】
　図２に示すように、ボールポケット３の横方向（左右方向）の外寸（長さＬ４）は、本
体ポケット４の横方向の内寸（長さＬ３）よりも小さい。また、ボールポケット３は、ゴ
ルフボールＢを収納しない状態（図１乃至図４に示す状態）において、横方向の外寸（長
さＬ４）が上下方向に亘って略一定である。具体的に、ボールポケット３の横方向の外寸
（長さＬ４）は、本体ポケット４の横方向の内寸（長さＬ３）の半分以下である。即ち、
上端縁部３１の横方向の長さＬ４（外寸）は、本体ポケット縁部４１の横方向の長さＬ３
の半分以下である。さらに、ボールポケット３の上下方向の外寸（長さＬ５）は、本体ポ
ケット４の上下方向の内寸（長さＬ６）よりも小さい。
【００４０】
　ボールポケット３の上下方向の内寸は、収納されるゴルフボールＢの直径に、ボールポ
ケット３が上下方向に一列に並べて収納できるゴルフボールＢの最大数を掛けた値からゴ
ルフボールＢの半径を引いた値以上、かつ、収納されるゴルフボールＢの直径に、ボール
ポケット３が上下方向に一列に並べて収納できるゴルフボールＢの最大数を掛けた値以下
であり、好ましくは、収納されるゴルフボールＢの直径に、ボールポケット３が上下方向
に一列に並べて収納できるゴルフボールＢの最大数を掛けた値未満である。本実施形態の
ボールポケット３は、ゴルフボールＢを上下方向に一列に２球並べて収納できるので、上
下方向の内寸は、ゴルフボールの直径の２倍からゴルフボールＢの半径を引いた値（直径
の１．５倍）以上、ゴルフボールＢの直径の２倍未満に設定されている。
【００４１】
　図１及び図２に示すように、ボールポケット３は、背面部２１に取り付けられる。また
、ボールポケット３は、背面部２１の横方向の端部に取り付けられている。具体的に、ボ
ールポケット３は、背面部２１の右端部に取り付けられている。即ち、ボールポケット３
は、着用者が椅子などに着席した際に、着用者の側方に位置するように設けられている。
本実施形態のボールポケット３は、ボールポケット３の左端と背面部２１の右端との距離
Ｌ２が、背面部２１の右端から横方向の中央部までの距離Ｌ１の半分以下となる位置に設
けられている。さらに、ボールポケット３は、上端縁部３１が本体ポケット縁部４１に取
り付けられることで、背面部２１に取り付けられている。また、本実施形態のボールポケ
ット３は、外面を構成する生地が本体ポケット縁部４１に取り付けられる。本実施形態の
上端縁部３１は、本体ポケット縁部４１の横方向の端部に設けられている。具体的に、図
３に示すように、ボールポケット３は、裏側を構成するボールポケット生地３０の上端部
が、本体ポケット縁部４１に縫い付けられることで、背面部２１に着脱不能に取り付けら
れる。
【００４２】
　上記のようなゴルフ用ウェア１の使用方法について図４及び図５を用いて説明する。
【００４３】
　図４に示すように、本体ポケット４は、ゴルフボールＢを収納しない状態のボールポケ
ット３を内部に収納することができる。具体的に、図２に示すように、ウェア本体２より
も表側に位置するボールポケット３を、ウェア本体２の生地及び本体ポケット４の表側の
生地をまたぐように移動させ、開口から本体ポケット４の内部に挿入することで、ボール
ポケット３が本体ポケット４に収納される。本体ポケット４に収納されたボールポケット
３は、略全部がウェア本体２及び本体ポケット４の生地によって表側から見たときに隠さ
れた状態となる。
【００４４】
　図５に示すように、ボールポケット３は、ゴルフボールＢを上下に並べて２球収納する
ことができる。ボールポケット３の上部開口から内部にゴルフボールＢを押し込むことで
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、ボールポケット３にゴルフボールＢが入り、収納される。具体的に、ボールポケット３
の上端縁部３１にゴルフボールＢをあてがい、ゴルフボールＢをボールポケット３の内部
に押し込むことで、ゴルフボールＢがボールポケット３を内部から押し広げながら奥（下
側）に入り込み、ゴルフボールＢはボールポケット３の内部に収納される。即ち、ボール
ポケット３は、ゴルフボールＢによって、内部から押されることで、ボールポケット生地
３０が横方向に伸びる変形をして、ゴルフボールＢを内部に収納する。さらに、ボールポ
ケット生地３０は、伸縮性があるので、ゴルフボールＢによって押し広げられた状態（横
方向に伸ばされた）のときに、元の状態に縮もうとするため、生地の収縮力でボールポケ
ット生地３０がゴルフボールＢの外面に密着して、ゴルフボールＢを保持する。本実施形
態で、ボールポケット生地３０は、収納したゴルフボールＢの直径部分（横方向の長さが
最大の部分）に対応する部分（直径対応部分Ｄ）が該直径に応じた大きさに収縮し、直径
部分よりも上側又は下側の部分に対応する部分が直径よりも小さい大きさに収縮する。即
ち、ボールポケット３の内部の横方向の幅は、直径対応部分Ｄが最大であり、直径対応部
分Ｄの上側又は下側は直径対応部分Ｄよりも横方向の幅が小さくなる。本実施形態では、
ボールポケット３の内部の横方向の幅は、直径対応部分Ｄが最大であり、直径対応部分Ｄ
の上側及び下側は直径対応部分Ｄよりも横方向の幅が小さくなる。
【００４５】
　また、図５に示すように、ボールポケット３の収納されたゴルフボールＢのうち、最上
部に収納されるゴルフボールＢは、上端部Ｂ１がボールポケット３の外部に露出している
。具体的に、ボールポケット３の上下方向の内寸は、ゴルフボールＢの直径に、収納可能
なゴルフボールＢの数を掛けた値未満のため、ボールポケット３に収納可能な最大数のゴ
ルフボールＢを収納した際に、最上部に収納されるゴルフボールＢの上端部Ｂ１がボール
ポケット３の外部に露出する。一方で、ボールポケット３の上下方向の内寸は、ゴルフボ
ールＢの直径に、収納可能なゴルフボールＢの数を掛けた値から、ゴルフボールＢの半径
を引いた値以上のため、ゴルフボールＢの横方向の幅が最大となる部分（直径対応部分Ｄ
）をボールポケット３の生地で保持することができるため、最上部に収納されるゴルフボ
ールＢを安定した状態で収納することができる。
【００４６】
　以上のようなゴルフ用ウェア１によれば、ボールポケット３は、生地がゴルフボールＢ
に密着して保持するので、ボールポケット３の内部でのゴルフボールＢの移動が制限され
るため、ゴルフボールＢが邪魔になりづらい。
【００４７】
　また、ボールポケット３は、伸縮性の生地の収縮力でゴルフボールＢを保持するので、
生地によってボールポケット３内部でのゴルフボールＢの移動を制限することができる。
【００４８】
　さらに、ボールポケット３の内面を構成する生地が横方向に伸縮性があるので、ゴルフ
ボールＢを入れる際に生地が横方向に伸びるため、上部開口が広くなってゴルフボールＢ
をボールポケット３に入れやすい。
【００４９】
　また、ボールポケット３は、ゴルフボールＢを上下に一列に並べて横方向の収縮で保持
するので、ボールポケット３内部でのゴルフボールＢの移動を制限することができる。
【００５０】
　さらに、ボールポケット生地３０は、ゴルフボールＢの直径部分（横方向の幅が最大の
部分）に対応する部分（直径対応部分Ｄ）では直径に応じた大きさに収縮し、ゴルフボー
ルＢの直径部分の上側または下側の部分に対応する部分では直径よりも小さい大きさに収
縮することで、上下一列に並んだ複数のゴルフボールＢの動きを確実に制限することがで
きる。
【００５１】
　また、上端縁部３１は、保持本体部３２に比べて横方向へ伸縮しにくいので、ゴルフボ
ールＢを保持本体部３２に収納した状態において、不用意に上部開口が広がるのを抑制す
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ることができ、意図せずゴルフボールＢがボールポケット３の外部に押し出されることを
抑制することができる。
【００５２】
　さらに、上端縁部３１が本体ポケット縁部４１に取り付けられるので、ボールポケット
３の不使用時（ゴルフボールＢを入れない状態のとき）には、本体ポケット４の内部にボ
ールポケット３を収納することができる。よって、不使用時にボールポケット３が邪魔に
なりづらい。
【００５３】
　また、ボールポケット３の外面を構成する生地が、本体ポケット縁部４１に取り付けら
れているので、本体ポケット４の外に出している状態のボールポケット３の揺れを抑制す
ることができる。
【００５４】
　さらに、上端縁部３１の横方向の長さＬ４（横方向の外寸）が本体ポケット縁部４１の
横方向の長さＬ３の半分以下であるので、ボールポケット３が本体ポケット４に収納され
ていない状態でも、本体ポケット４の上部開口のうち、開放されている領域の横方向の長
さを確保できるため、本体ポケット４に手指を挿入しやすくなる。
【００５５】
　また、ボールポケット３は、本体ポケット４の横方向の端部に設けられるので、ボール
ポケット３が本体ポケット４に収納されていない状態でも、本体ポケット４の上部開口の
うち、横方向でボールポケット３が設けられる側の端部を除いた部分において、本体ポケ
ット４上部開口のうち、開放されている領域の横方向の長さを確保することができる。よ
って、本体ポケット４に収納されたものを取り出しやすい。
【００５６】
　さらに、ボールポケット３は、ウェア本体２の背面部２１の横方向の端部に設けられる
ので、ゴルフ用ウェア１を着用した着用者が椅子などに座ったときに、ボールポケット３
が体の側方に位置することができる。よって、ボールポケット３にゴルフボールＢを収納
した状態で椅子などに座ることができる。
【００５７】
　さらに、ボールポケット３の外面がウェア本体２の外面と同じ素材で構成されるので、
ボールポケット３が目立ちづらくなるため、ゴルフ用ウェア１全体の見栄えが良くなる。
【００５８】
　以上、本考案の実施形態について一例を挙げて説明したが、本考案は前記実施形態に限
定されるものではなく、本考案の要旨を逸脱しない範囲内において種々の変更を加えるこ
とができる。
【００５９】
　例えば、ウェア本体２は、長ズボンであるとして説明したが、ウェア本体２はこれに限
定されず、例えば半ズボンやスカートであってもよい。
【００６０】
　また、ボールポケット３は、２球のゴルフボールＢを収納可能な大きさに構成されると
して説明したが、ゴルフボールＢを１球のみ収納可能な大きさ、或いは、３球以上収納可
能な大きさとしてもよい。
【００６１】
　さらに、ボールポケット３は、複数のゴルフボールＢを上下一列に並べて収納するとし
て説明したが、この構成に限らず、複数のゴルフボールＢを上下二列以上に並べて収納す
る構成としてもよい。
【００６２】
　また、ボールポケット３は、全体が同じ材質で構成される場合について説明したが、複
数の材質を組み合わせて構成してもよい。例えば、上下方向の一部を横方向に収縮する材
質で、その他を収縮しない材質で構成し、収縮可能な部分の収縮力でゴルフボールＢを保
持する構成としてもよいし、ボールポケット３の内面を構成する生地と外面を構成する生
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地とが異なる材質で構成されてもよい。
【００６３】
　さらに、ボールポケット３は、横方向に伸縮性を有する場合について説明したが、これ
に限らず、縦方向に伸縮する構成としてもよいし、縦方向及び横方向に伸縮する構成とし
てもよい。
【００６４】
　さらに、ウェア本体２とボールポケット３は同じ生地で構成されるとして説明したが、
異なる生地で構成してもよい。例えば、ボールポケット３をウェア本体２よりも伸縮性に
優れた生地で構成することができる。
【００６５】
　また、上端縁部３１は保持本体部３２よりも横方向に伸びづらいように構成されるとし
て説明したが、上端縁部３１と保持本体部３２の横方向への伸びやすさが同程度であって
もよいし、上端縁部３１は、保持本体部３２よりも横方向に伸びやすいように構成されて
もよい。
【００６６】
　さらに、ボールポケット３は、上端縁部３１が本体ポケット縁部４１に取り付けられる
ことで、ウェア本体２に取り付けられるとして説明したが、ボールポケット３がウェア本
体２の本体ポケット縁部４１以外の位置に取り付けられるように構成してもよい。例えば
、ボールポケット３を腰周囲部２２の外面に取り付けてもよい。このように構成した場合
には、ボールポケット３は、腰周囲部２２の外面に取り付けられるので、ゴルフ用ウェア
１を着用した着用者が椅子などに座ったときに、ボールポケット３が体の腰の高さに位置
する。よって、ボールポケット３にゴルフボールＢを収納した状態で椅子などに座っても
、ゴルフボールＢが下敷きになりにくい。
【００６７】
　また、ボールポケット３はウェア本体２の背面部２１に設けられるとして説明したが、
これに限らず、例えば、ウェア本体２の正面部に形成される本体ポケット縁部４１に上端
縁部３１が取り付けられるようにして、ウェア本体２の正面部に設けられることとしても
よい。
【００６８】
　また、ボールポケット３は、ウェア本体２に縫い付けられる（着脱不能に取り付けられ
る）場合について説明したが、ボールポケット３は、ウェア本体２に対して、例えば面フ
ァスナで着脱可能なように取り付けられてもよい。
【００６９】
　さらに、ボールポケット３は、上部開口を画定する上端縁部３１がウェア本体２に取り
付けられることで、ウェア本体２に設けられるとして説明したが、このような構成に限ら
ず、例えば、ボールポケット３は、上端縁部３１から上に延伸する取付部を備え、取付部
は、一端部が上端縁部３１に、他端部がウェア本体２に取り付けられるように構成しても
よい。このような構成の場合には、ボールポケット３がウェア本体２に吊り下げられるよ
うに設けられる。
【００７０】
　さらに、ボールポケット３は１つ設けられる場合について説明したが、２つ以上設けら
れる構成としてもよい。
【００７１】
　また、ボールポケット３が、ゴルフボールＢの形に合わせて変形する場合について説明
したが、ボールポケット３は、生地の内面がゴルフボールＢの外面に密着してゴルフボー
ルＢを保持すればよく、例えば、内径が上下方向に亘ってゴルフボールＢの直径に略等し
い筒状に変形する構成としてもよい。
【００７２】
　さらに、ボールポケット生地３０は、ボールポケット３に収納したゴルフボールＢにお
ける横方向の直径部分に対応する部分（直径対応部分Ｄ）が、該直径に応じた大きさに収
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収縮する生地である場合について説明したが、このような構成に限らず、直径部分よりも
上側及び下側の部分に対応する部分のいずれか一方のみが直径よりも小さい大きさに収縮
する生地であってもよい。
【００７３】
　さらに、ボールポケット３は、自然状態で円筒状に変形させたときの内径が、ゴルフボ
ールＢの直径より小さい場合について説明したが、この構成に限らず、例えば、ボールポ
ケット３は、自然状態で円筒状に変形させたときの内径がゴルフボールＢの直径よりも大
きく、ゴルフボールＢを収納した後に内径を絞ることができる構成としてもよい。
【００７４】
　また、ボールポケット３は、２枚の生地を重ね合わせて、端部を縫い合わせることで形
成されるとして説明したが、このような構成に限らず、１枚の生地を折り返して端部を縫
い合わせることで形成される構成としてもよい。
【００７５】
　さらに、ボールポケット３は、ボールポケット生地３０の収縮力でゴルフボールＢの外
面に密着して保持する構成について説明したが、この構成に限らず、例えば、ボールポケ
ット３の内部に弾性体を設け、弾性体の弾性でゴルフボールＢが生地に密着するよう構成
してもよい。
【００７６】
　また、ボールポケット３の上下方向の内寸は、ボールポケット３が上下方向に並べて収
納できるゴルフボールＢの最大数を掛けた値からゴルフボールＢの半径を引いた値以上、
かつ、収納されるゴルフボールＢの直径に、ボールポケット３が上下方向に並べて収納で
きるゴルフボールＢの最大数を掛けた値未満であるとして説明したが、この範囲内に限ら
ず、ボールポケット３が上下方向に並べて収納できるゴルフボールＢの最大数を掛けた値
からゴルフボールＢの半径を引いた値以上であればよい。
【００７７】
　さらに、ボールポケット３は、背面部２１の右側の本体ポケット４に取り付けられる場
合について説明したが、背面部２１の左側の本体ポケットに取り付けられるように構成し
てもよいし、右側の本体ポケット４及び左側の本体ポケットの両方に取り付けられるよう
に構成してもよい。
【００７８】
　また、腰周囲部２２は、外面からベルトを巻かれることで、使用者の腰回りを締める部
位であるとして説明したが、このような構成に限らず、腰周囲部２２は、弾性体で構成さ
れ、腰周囲部２２の弾性によって腰回りを締める構成としてもよい。
【００７９】
　さらに、腰周囲部２２は、使用者の腰回りを締めて、ウェア本体２がずれ落ちることを
抑止する部位であるとして説明したが、このような構成に限らず、腰周囲部２２が使用者
の腰回りを締め付けない構成としてもよい。このような構成の場合には、例えば肩紐を腰
周囲部２２に取り付けてウェア本体２がずれ落ちることを抑止してもよい。
【符号の説明】
【００８０】
　１…ゴルフ用ウェア、２…ウェア本体、２ａ…開口、２１…背面部、２２…腰周囲部、
３…ボールポケット、３０…ボールポケット生地、３１…上端縁部、３２…保持本体部、
４…本体ポケット、４ａ…上部開口、４０…本体ポケット生地、４１…本体ポケット縁部
、４２…補強生地、４３…端部、Ｂ…ゴルフボール、Ｂ１…上端部、Ｄ…直径対応部分
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